





































たのである（6）。1848年に Alfred Gatty が出版した『鐘：その起源，歴史，
及び様々な使用』（The Bell : Its Origin, History, and Uses）や 1857年に
William C. Lukis 牧師が Wiltshire の教会の鐘を調査して出版した『鐘の話』
（An Account of Church Bells）が，現在の鐘学の始まりを画した研究書であ
る。以後，古物研究家の教区牧師や考古学関係の学会などの会員が各州の教会
の鐘の調査，研究を進め，19世紀半ばから 20世紀前半の時期に，イングラン
ドの 8つの州（北部の Northumberland, Durham, Westmorland，西部の
Cheshire, Hereford, Berkshire, Monmouth，南部の Isle of Wight）を除い
た 33の州で，何らかの鐘の調査が実施され，その研究書が出版されるまでに
────────────
↘ はなにか』平凡社，2006年，132頁；Gintautas Žal侁nas, “Cum Signo Cam-
panae. The Origin of the Bells in Europe and Their Early Spread”, Meno isto-
rija ir kritika/Art History & Criticism 8（2013）, p.67.
⑶ Sidney Joseph Madge, Moulton Church and Its Bell（London, 1895）, p.24.
⑷ シェーファー，前掲書，132頁。
⑸ 阿部謹也『中世の窓から』朝日新聞社，1981年，301頁。
⑹ Cecil Deeds & H. B. Walters, The Church Bells of Essex : Their Founders, In-









1. Thomas North, English Bells and Bell Lore（1888）








うした中にあって，Sidney Joseph Madge（1874-1961）が 1895に出版した




⑺ Deeds & Walters, op.cit., pp.xii-xv ; Cambridge University Guild of Change
Ringers : Society : Library Index. Web. 1 May 2012. なお，19世紀のイングラ
ンの州については，G. E. ミンゲイ，E. L. ジョーンズ（亀山潔訳）『イギリス産業
革命期の農業問題』成文堂，1978年所収の「イギリスの州名地図」（147頁）を参
照。
⑻ Sydney Madge（1874-1961）は，Northampton and Oakham Architectural So-
ciety の会員で，グロースターシャーの歴史と遺物を扱った，年 4回発行の季刊雑






第 1章 Moulton 教会と鐘の歴史
Moulton 教区は，イングランドの East Midlands にあるノーサンプトンシ
ャーの州都 Northampton の近く（Northampton から 4マイル以内）に位置
する大きな村である。現在はダヴェントリ地区（Daventry district）に所属し
ているが，かつては Moulton Park を含んだ Moulton and Moulton Park 教
区としてスペルホウ郡（Hundred of Spelhoe）に所属していた。Moulton
Park はその後，Moulton から分離し，Madge の本が出された 1895年にはす
でに別個の教区を形成していた（9）。Moulton 村の広さはおよそ 3,000エーカ
ー，Moulton Park の広さは約 450エーカーで，スペルホウ郡で一番大きな教






↘ この本の他にも，Moulton の様々な歴史的記録や史料を調査，研究した The Reg-
isters of Moulton, Northamptonshire（London, 1903）や Materials for a His-
tory of Moulton（London, 1903）という本などを出版している。
⑼ A History of the County of Northampton : Volume 4（1937）, pp.63-64.
⑽ Madge, op.cit., pp.15-16. また，Moulton の村は，Baptist Missionary Society
（1793年）の創設者で，インドへの宣教師として有名な William Carey（1761-

















ノルマン・コンクェスト後の 1084年，ノルマン人の Grimbald が，North-


















Moulton 教会は，リンカーン主教 Oliver Sutton の 1298年の命令により，当
時の vicar であった Robert de Botelbridge のもとで，鐘楼と教会が再建さ
れ，南側に美しい側廊が付け加えられた。そしてこのとき，その再建された教
会は聖パウロに捧げられた（16）。そもそも，この教会が 7世紀に初めて建てら



























たことが分かっている。その treble と second の鐘の日付は不明であるが，
third と fourth の鐘は 1664年，tenor の鐘は大変古く 1216-1272年の日付で
あった。
18世紀末の 1795年に，これら 5つの鐘は Leicester の Mr. Edward Ar-





れぞれ，treble が D（レ），second が C（ド），third が B♭（シのフラッ
ト），fourth が A（ラ），fifth が G（ソ），tenor が F（ファ）の音程を持つ鐘
であることが分かっている。
なお，教会の鐘には，何らかの銘（inscription）が刻まれており，その銘を





AD GLORIAM DEI ; Let all be done to the glory of God.）というものであ




墓へ召喚する」（I TO THE CHURCH THE LIVING/CALL AND TO THE
GRAVE DO SUMMONS ALL）というものである。ノーサンプトンシャーの








教会の鐘には tolling, chiming, round などと呼ばれる鳴らし方がある。
tolling は 1つの鐘だけを鳴らす単調な鳴鐘法，round は treble（一番高い音
を出す鐘）から tenor（一番低い音を出す鐘）まで鐘を下降音階的に順に鳴ら
す鳴鐘法，chiming は数個の組み鐘を階調的に鳴らす鳴鐘法である。
19世紀末の Moulton 教会では，6個の鐘をすべて使った chiming は，毎





















穫の時期を除く 3月 20日から 9月 22日までの期間，春と夏の鐘（spring
and summer bell）として，朝 5時に鳴らされた。収穫期（1893年の例では，
7月 31日から約 5週間の期間）には，収穫の鐘（harvest bell）として，朝 4
時に鳴らされており，9月 23日から 3月 19日までは，秋と冬の鐘（autumn
and winter bell）として，朝 6時に鳴らされた。
昼と夜の鐘は，季節に関係なく，常に正午と午後 8時に鳴らされている。
これらの平日の鐘はいずれも tolling で鳴らされている。朝の鐘は第 3の鐘が

































の鐘（Early Morning Bell）が午前 7時に第 2の鐘を使って tolling で鳴らさ
れる。それから 1時間して，第 2の朝の鐘（Second Morning Bell）が第 3と
第 4の鐘を使って chiming で 15分間鳴らされるが，この鐘が一体何のため
に鳴らされるのかはよくわかっていない。続いて，朝祷のための鐘が chim-
ing で 10時 15分から 10時 40分まで鳴らされ，その後，treble の鐘が






↘ 99）が，いち早く，ウィリアム征服王よりに先んじて，Oxford の Corfax におい
て消灯の鐘の使用を命じたらしい（North［1888］, op.cit., p.98）。
24 H. B. Walters, Church Bells of England（London, 1912）, p.148.
７２ 19世紀イングランド農村における音の風景
Bell）が第 3と第 4の鐘の chiming で鳴らされる。続いて，午後の礼拝のた
めの鐘が午後 2時 30分から 2時 55分まで chining で鳴らされ，その後，朝
祷のときと同様に，treble の鐘が ringing-in として 5分間鳴らされる。冬の
時期，毎日曜日に行われていた午後の礼拝は，1885年以後廃止されている。
午後 4時に，晩祷で説教が行われることを伝える「説教の鐘」が第 3と第 4
の鐘の chiming で約 15分間鳴らされる。続いて，晩祷（Evensong）のため
の鐘が午後 5時 30分から午後 5時 55分まで chiming で鐘が鳴らされる。そ
の後，treble の鐘が ringing-in として 5分間鳴らされるが，chiming で鳴ら
されることもある。
このように，Moulton 教区では，朝祷，午後の礼拝，晩祷の三つの礼拝が
行われていた 1884年までは，午前 7時から午後 6時までの間に，およそ 1～
2時間おきに計 8回，ほぼ毎回 15分から 30分にわたって chiming（ただし











の鐘が挙げられる。午後 11時 30分に黙鐘（dumb peal）が鳴らされはじめ，
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埋葬式予告の鐘（Winding Bell）は，正午の鐘の直後に tolling で鳴らされ
て，その日の午後に葬式が行われることを告知する鐘である。treble の鐘が
使用されている。
人が亡くなると，弔いの鐘（Death Knell）が tenor で数分間 tolling で鳴
らされ，その死を告知する。その後しばらくしてから，死者の性別が，男性の





































27 Madge, op.cit., pp.51-52.
28 Madge, op.cit., p.52 ; Thomas North, The Chruch Bells of Northamptonshire, :
Their Inscriptions, Traditions, and Peculiar Uses, with Chapters on Bells and









いる。Moulton では，すでに述べたように，男性が 3連打を 3回，つまり 3
×3回，女性の場合は 2連打を 3回，つまり 2×3回，tenor の鐘を鳴らして
その性別が告げられているが，同じノーサンプトンシャーの他の教区，例え
ば，Mears Ashby 教区や Marston S. Lawrence 教区，Milton Malsor 教区
では，男性と女性に関しては，Moulton と同じ訃音が鳴らされている。一方，
Moreton Pinkey 教区や Lowick 教区，Lutton 教区，Maxey 教区では，男性














32 North によれば，男性の場合は，「三位一体」を称えて，tenor を 3回鳴らし，女
性の場合には，「ある一人の女性から生まれた我らの救世主」を称えて，tenor を
2回鳴らされるのが一般的であったと言われている（North,［1878］, p.122）。
33 Alfred Heneage Cocks, The Church Bells of Buckinghamshire : Their Inscrip-







婚かが区別されていた。少年は 3回，少女は 4回，未婚女性は 6回，既婚女














鐘は，北部のヨークシャーの Driffield では朝の 5時と夕方 7時に（35），イー
スト・ミッドランズのリンカーンシャーの Barrow-on-Humber では明け方と
────────────
34 Walters, op.cit., p.15.
35 William Andrews, Curious Church Custome and Cognate Subjects（London,
1895）, p.46 ; David Hoseason Morgan, Harvesters and Harvesting 1840-1900 :









































ャーの Moulton，ハートフォードシャーの Codicote では，それぞれ，1815














39 Henry Montagu Doughty, Chronicles of Theberton（London, 1910）, pp.234-
235 ; Madge, op.cit., pp.52-53 ; Doris Jones-Baker, The Folklore of Hertford-
shire（London, 1977）p.160.
40 Notes and Queries（Nov.3, 1860）, p.356.
41 Cocks, op.cit., p.543.
42 Stephen Hussey,“‘The Last Survivor of an Ancient Race’ : The Changing Face
of Essex Gleaning,”Agricultural History Review 45（1997）, p.64 ; Essex Re-
view, vol.34（1925）, p.107.
７９19世紀イングランド農村における音の風景
ル」（the most strictly observed unwritten law）（43）であり，エセックスでは




















の鐘はいわゆるその教区の 音 の 暦 を作り上げていたと言えよう。その暦
────────────
43 Roy Palmer, The Folklore of Warwickshire（London : B. T. Batsford, 1976）,
p.49.
44 Essex Review, vol.34（1925）, p.108.
45 Bob Bushaway,“Custom and Social Cohesion,”By Rite : Custom, Ceremony
and Community in England 1700-1880（London, 1982）, p.50.
46 R. W. Bushaway,“Rite, Legitimation and Community in Southern England
1700-1750 : The Ideology of Custom”in Barry Stapleton ed., Conflict and
Community in Southern England : Essays in the Social History of Rural and


























48 Madge の本が出版された 1895年の段階で，Moulton 教区教会は，聖人を祝う鐘，
gleaning 等の農作業関係，New Year’s Eve 等のその他の鐘の 3種類，20近くの
鐘の使用が廃止されている（Madge, op.cit., pp.48, 52-53）。
８１19世紀イングランド農村における音の風景
日々の鐘の中に連綿と生き残り，朝の鐘には農事暦を反映した季節の鐘が生き
残っているのが認められる。また，日曜日には朝から夕方にかけて朝祷と晩祷
に関わる数種類の鐘が鳴らされており，弔鐘には 5種類もの鐘が認められる。
これらの鐘に加えて，教会の祭日には「一日中陽気に鐘が鳴らされて祝われ
て」いた。Moulton 教区では，19世紀末，多くの鐘が廃れてしまったとはい
え，その 6つの鐘が織りなす音は，依然として，その教区の音響空間をかな
り豊かに彩り，その村の主要な音の風景を紡ぎ出していたと言えるであろう。
──大学院文学研究科研究員──
８２ 19世紀イングランド農村における音の風景
